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激甚化・多様化する自然災害から県民の命と暮らしを守るための事前防災・減災対策の推進

　熊本地震などの大規模地震時に、建物が倒壊しないよう、一定規模以上の建築物や住宅の耐震化に
関する支援事業を行います。県内各都市の直下で活断層型地震が起こった場合、震度6弱以上の地震
が起こる可能性があり、地震に対する備えが必要です。

　耐震診断の結果、「危険」と診断されたものについて、耐震改修計

画と耐震改修工事を併せて行う費用を補助する市町に助成します。

H28熊本地震により倒壊した住宅

（熊本県益城町）

（平成28年4月長崎県被災建築物応急危険度
　判定チーム撮影）
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熊本地震により倒壊又は崩壊した建築物の建設年次ごとの割合

熊本地震における建築物被害の原因分析を行う委員会　報告書
「表3.2-2　構造別・建築時期別の建築物の被害状況」を元に作成

令和２年度末までに

令和２年度末までに


